




















































◆応募方法　 住所・氏名（ペンネーム）・年齢・
電話番号を明記し、郵送かメー
ルでお送りください。

◆応 募 先　〒986-2265
　　　　　　女川町女川一丁目１番地１
　　　　　　女川町役場総務課秘書広報係
� Mail  kouhou@town.onagawa.lg.jp

　５月18日に上一区の老人会さんから、
21日に絆フレンズさんと恵プロジェクト
さんの共同で女川第一・第四保育所にマ
スクの寄贈がありました。マスクは手作
りで、保育所に通う良い子の皆さんのた
めにと制作してくれました。ありがとう
ございました。� （佐藤）

編 集 後 記

女川町の人口 令和２年
３月31日現在

総　数 6,319人 （－18人）
男　性 3,106人 （0人）
女　性 3,213人 （－18人）
世帯数 3,110世帯 （－5世帯）
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◆ 18日。上一区老人会会長の星さんが手渡
しました㊤　21日。恵プロジェクトの代
表の方から手渡しました㊦

　地方分権や少子高齢化、財政悪化などに
よって、行政には的確な対応、効率化など
が求められています。様々な課題に対応し
つつ行政サービスを向上させていくため、
市町村の合併を推進することに期待がかけ
られました。そのため政府は「市町村の合
併特例に関する法律（合併特例法）」を定め、
市町村の支援体制を整備しました。合併し
た場合の財政支援として国は、平成17年
３月までに合併した市町村に対して、交付
税や補助金などの支援措置を行いました。
� （参考：町広報紙　平成15年２月号）

震災前の「女川町内の写真」を
探しています。

　平成元年から平成22年までの女川町内写真を探し
ています。日常の風景や光景、出来事などの写真をお
持ちの方、町誌編さん室にご一報ください。人物の集
合写真は除きます。

◆問合せ先　教育総務課町誌編さん室　☎53-3151内線14
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合併問題住民懇談会を開催
　平成15年２月５日に開催された石巻地方首長・議
長による「第５回石巻広域合併調査研究会」で、女
川町は１市９町の大同合併に不参加を表明しました。
町ではこれまでの経過を説明しながら、合併問題全
般にわたって住民から意見を聞くため、同年２月25
日から３月15日まで、町内10会場において「合併問
題住民懇談会」を開催し、830人が参加。４月には
町の将来として合併問題をどう考えているのかを把
握するため、20歳以上の全町民を対象に「町民意識
調査」も実施しました。その調査結果では「しばらく
の間単独で、もしくは女川町１町単独」という意見が
６割を超える結果となりました。町民の多くは現時点
では現状維持を望んでいると思われました。

あの日あの時 女 川 町 誌女川町の平成の30年間をご紹介します！

平成15年

▲結果、合併しないことを選択しました
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広報　おながわ　６月号
編集
発行

〒986‐2265　宮城県牡鹿郡女川町女川一丁目１番地１
女川町役場総務課秘書広報係　☎０２２５-５４-３１３１　内線212・213

女川町公式ホームページ　HP  http://www.town.onagawa.miyagi.jp/

交通ルールを守り、安全に暮らせる町「おながわ」を
みんなで目指しましょう。

自転車は車のなかま！
ルールを守って安全に運転しましょう。
　自転車は、「車のなかま」です。道路を走行するときは、「車」として交通ルールやマナーを守り、
安全に走行しましょう。
　また、車の運転者も歩行者も自転車のルールを知って、お互いを思いやり、安全を心がけましょう。

●毎日安心して乗るために、損害賠償責任保険等に加入しましょう。
　近年、自転車利用者が歩行者を死亡させ、高額な賠償金の支払いを命じる判決が出ています。
未成年が起こした事故については親権者に監督責任が追及される場合があります。補償内容
と保険料を確認し、ライフスタイルに合った保険に加入することをお勧めします。また、補
償有効期限の確認や自転車の点検・整備も忘れずに行いましょう。

●乗車用ヘルメットを着用しましょう。
　自転車乗車中の乗車用ヘルメットを着用しない時の死傷者に占める死
者の割合は着用時に比べて２．５倍高くなっており、重大な事故につな
がりやすいことが確認されました。
　幼児・児童に自転車を運転または同乗させるときは、ヘルメットの着
用を徹底してください。

●自転車運転者講習について知ろう。
　交通の危険を生じさせるおそれのある一定の行為（危険行為）を反復して
行った自転車の運転者に対し、自転車運転者講習を実施しています。
～対象となる危険行為～
① 信号無視
② 遮断踏切立ち入り
③ 指定場所一時不停止等
④ 歩道通行時の通行方法違反
⑤ ブレーキ不良自転車運転
⑥ 酒酔い運転
⑦ その他の危険行為・違反など

●子どもの保護者の皆さんにお願い
① 歩道を通るときは歩行者優先！
② 子供は歩道を通行できますが、歩行者優先は変わりません。
③ 子供にはヘルメットをかぶらせましょう。
④ 子供に、自転車ルールを教えてあげましょう。
⑤ その他の危険行為・違反など

自転車運転者が危険行為を繰り返す

公安委員会から講習を受けるよう命令

●講習の受講
　講 習 時 間　３時間
　講習手数料　6,000円
●受講命令に違反した場合
　５万円以下の罰金
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